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Abstract Elder drivers are increasing in Japan in accordance with the progress of graying society.  Risk of 
traffic accident caused by elder drivers may be higher than younger age drivers. Therefore a 
system and/or apparatus to safely support elder driver are highly expected. This paper discusses a 
method how to recognize pedestrians who are crossing a street. A template consist of the lower 
part of human body is proposed for template matching and optical flow method is applied in 































































 類似度の計算方法には 2乗残差法と相互相関法がある。 
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(x，y)の時間 t における輝度を E(x，y，t)とする。 
 u(x，y)，v(x，y)がオプティカルフローベクトルの x 成分，
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 y 成分であるとした時，時刻 t における輝度は時刻 t+δ の
点(x+uδ，y+vδt)の輝度と等しい。よって， (3.3)式が小
さい時間間隔 δt に対して成り立つとみなす。 










u は画素(x,y)の速度ベクトルの x 成分，v は画素(x,y)の速
度ベクトルの y 成分である。それぞれ x，y の時間微分を
式(3.4)のようにすると未知数 u，v に対する線形方程式と
なり式(3.5)で表される。 
0x y tE u E v E+ + =  





て 2 種類の付加条件を加えフロー推定を行う。 
1) ｢ある注目画素の近傍では動きは滑らかである｣と
いう条件を作り，注目画素近傍の拘束方程式からそ
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  代表的な 4 パターンの検証結果を図 6～9 に示す。マッ
チングした箇所が緑枠の時は全身，赤枠は上半身，青枠は
下半身で表す。 
















表 1 テンプレートマッチングの結果 
 上半身 下半身 全身 
Case1 ○ ○ ○ 
Case2 × ○ × 
Case3 × ○ × 
Case4 × ○ × 
Case5 × ○ ○ 
Case6 × × × 
Case7 × ○ × 
Case8 × ○ × 
Case9 × × × 
Case10 × ○ × 
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図 9 全てのマッチングに失敗 
図 6 3 パターンのマッチングに成功 
 
図 7 全身下半身のマッチングに成功 
 
図 8 下半身のみマッチングに成功 
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図 10 勾配法 
 
 
図 11 ブロックマッチング法 
 
 
図 12 ピラミッド構造を利用した特徴点に対する勾配法 
 
  
3 種類の手法の 1 フレーム当たり処理速度を比較した物
を表 2 に示す。 
表 2 解像度別の処理速度の比較 




320×240 375ms 1281ms 266ms 















































図 14 表示方法 
 
 
図 15 人物領域抽出の成功例 
 
 
図 16 背景に対する誤認識を除去した例 
 
 















































表 3 オプティカルフローによる誤認識の改善 
相関係数 適用前 適用後 
0.85 3 1 
0.82 8 3 
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